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(太平洋亜寒帯域および ベ
ー リ ング海における甲殻類マイク ロネクトンの 分布 ､ 群集構造 ､

お よび摂餌生態 に関する研究)

甲殻類 マイ クロ ネタ トンをま主 に十脚類, オキ アミ舞およびアミ貴か ら構成され ､ 海洋の表層

から深層まで広く分布して い る｡ これらは魚類マイ クロ ネク トンと ともに海洋食物網 にお い

て動物プランク トン と高次捕食者をつ な ぐ､ 重要な役割を果た し て い る こ とが指摘 されて

い る o 太平洋亜寒帯域と べ
-

リ ング海における魚類と動物 プランクトンの蔭泳食物網 へ の

寄与 につ いて は近年多くの 研究がある ､ 動物プランクトンの 捕食者でもある 甲殻類マイク

ロ ネク トンに関す る知見は限 られ て い る ｡
とく にオキア ミ類以外 の 甲殻類マ イク ロネタ ト

ン に関する知見は他海域 にお い て も少なく , 甲殻類マイク ロネタ トン全体の 食物網に対す

る評価 を行うには情報が乏 しい の が現状で あるo また十脚類 とオキア ミ類 の摂餌生態
にっ

い て は太平洋 の 東西両海域か らの 知見があるが ､ アミ類の 摂餌生態 に関する研究はきわめ

て少ない c
そ こで本研究は太平洋亜寒帯域お よびベ

ー リ ング海 における甲殻類 マイ クロ ネ

クトンに関する1)群集構造 と多敬 臥 2) 鉛直分布 ､
3) 十脚類お よびア ミ類の優 占種におけ

る摂餌生態を明らか にし ,
4) 太平洋亜寒帯域の 食物網 にお ける甲殻類 マイ クロ ネクトンの

役割 を評価す る こ とを目的とした｡

1 . 甲殻類マイ クロ ネタ トン群集

ベ ー

リ ング海 と北太平洋亜寒帯域の 1 9 測点におい て ､ 浮遊性甲殻類 (十脚類 ､ オキアミ 軌

ァミ類) の バイオマ ス ､ 個体数, 種多様性及び群集構造を明らかに した｡ 採集には1 9 9 7 年7
- 8

月にアイザッ クス ･ キ ッ ド中層トロ ー ル(I K h m
l

;網 口面積7 ･ 3 m 2
, 目合1 m m ) を用 い ､ 深度0 - 1

o o o m で 傾斜曳の採集を行っ た o 十脚類は1 0 属1 5 種､ オキアミ類は8 属1 6 種 ､ アミ類は6 属1 0 種

が出現 し､ 未記載種や本海域初報告 となる種 削
ゝなか っ たo また本海域における中層性アミ類

の個体数密度とバイオマ ス を推定した ｡ 甲殻類マイク ロ ネクトン のバイオマ ス は西部亜寒帯域

で 最も高いが ､ 東部亜寒帯域とは有意な差はみられなか っ た c 十脚類とオキア ミ類の バイ オマ

ス の ピ
ー

クは西部亜寒帯域でみ られ ,
これは暖水塊や高濃度の植物プラン クトン と関連して い

ると考えられた ｡

一 方アミ類のバイオ マ ス の ピ
ー クはベ

ー

リ ング海で みられたc 種多様性( H
'

) は十脚類とオキアミ頬では西部亜寒帯域よりも東部亜寒帯域で高いが ､ アミ類は西部亜寒帯域

で最も高か っ た｡ クラス タ
ー 分析 によ っ て群集構造の類似度を調 べ た結果､ 各動物群は3 - 4 の

ク ラスタ
ー に分けられた｡ アミ類は測点間の類似度が最も高く ､ 次い で十脚類､ オキアミ類と

な っ た o
こ の群集構造の違いは ､

生息深度の違い と関係するもの と考えられた ｡ すなわち ､ ア

ミ類は中 ･ 深層に多くが生息し､ 鉛直移動も限られ るため ､
生息環境の地域差が小さく ､ 地理

的により高い 類似性を示 したと考えられ るo
一 方 , オキア ミ類の優占種は表層 へ の 日周鉛直移

動を示 し ､ 表層における環境の違い を反映した異なる種が群集を構成した と考え
られ ､

この こ

とが低い類似性の要因 となる もの と考えられた o 十脚類はオキア ミ類とア ミ類の 中間的な鉛直

分布様式を示 したため , 十脚類群集の 類似性が両者の中間的な値を示 した もの と考えられたo



2 . 甲殻類マ イク ロ ネタ トンの 鉛直分布パ タ ー ン

北太平洋亜寒帯域の 西部, 中部､ 東部およびベ ー

リ ン グ海外洋域の各1 測点にお い て ､ 甲殻

類マイ クロネク トンの 鉛直分布を明らかにするために昼夜の観測を行っ た . 試料はF m 8( 網口

面積8 m 2 , 目合4 . 5 Ⅲ1 m ) を用 い て ､ 深度0 - 1 0 0 0 m 間 におい て 1 2 層の鉛直区分採集により得られ

た ｡ 十脚類は1 1 属1 7 種 ､ オキア ミ類は7 属1 3 種, アミ類は4 属5 種が出現し､ 未記載種や本海域

初報告とな る種はい なか っ た ｡ 各海域の全 甲殻類マイ クロ ネク トン のバイオマ ス は1 . 4 - 4 . 8

g W W / m
2
の 範囲を示 し､ 西部亜寒帯域が最も高か っ た o 甲殻類マイ クロ ネク トンの鉛直分布構

造は ､ 昼夜共に ､ 表層一中層群集 と中層群集に明瞭に分ける ことが 出来た ｡ オキアミ類の優占

種E u p h a u sla p a clf1
'

c a
,
7:h y s a 凸O e S S a l

'

n s p i n a t a 及び T l o n gl p e s は ､ 昼間はより深層に分布

し､ 夜間は海水面あるい は水面付近にバイオマ ス の ピ
ー

クを示 し､ 広範囲の 日周鉛直移動を示

したo アミ類の 優占種3 種の 内G n a th o p a u sl a g lg a s の みは日周鉛直移動の傾向がみ られたが

､ E u c o p l
'

a g n
'

m al difとB o y le O m y Sl
'

s c alif o m l
'

a は昼夜はぼ同じ深度に分布した o S e r g e s t e s

s l
'

m iLfs で は夜間の バイ オマ ス の ピ ー

クは表層に位置し､ 最も広範囲を移動する十脚類で あ っ た

o H 5 m l e n O d o r a f T O n t a lf s は夜間中層内で上昇する傾向がみられ ､ 昼間より1 0 0 m 浅し) 深度に

ピ
ー

クが見られた ｡ また , オキア ミ類が優占する表層内の種多様性は､ 十脚類とアミ類が優占

する中層よりもよ り多様だ っ た ｡

3 . 甲殻類マ イク ロ ネタ トンの優占種にお ける摂餌生態

甲殻類マ イク ロ ネタ トンの うち摂餌生態の知見に乏しい十脚類とアミ類の 食性を明らかにす

るため, 北太平洋亜寒帯域の 4 測点にお いて R h q r 8 を用 いた昼夜1 2 層の鉛直区分採集を行 っ た o

得られ た試料か ら個体数 で優占す る十脚類3 種( S e T g e St e S Sl
'

m 111
'

s
,
B e n t h e o g e n e m a b o r e a ll

'

s
,

H 3 m 7 e n O d o r a 身o n t ali s) およびア ミ類1 種( E u c o p 1
'

a g n
'

m a ld l
'

1
'

) を実体顕微鏡下で解剖し､ 消

化管内容物を分析した ｡ 摂餌選択性､ 消化管充満度, および消化の程度を調 べ ､ 生息深 度や時

間 ､ 性別 に よる違い を調査 した. さらに ､ 餌の 分布 との 関係を調査するた めに ､ f n 4 T l を用 い

て 同時に採集した餌生物の深度分布と, 甲殻類マ イクロ ネク トンの 消化管内容物の 分析結果 を

比較 した ｡ 十脚類3 種の 内容物からはカイア シ類 ､ ヤム シ類 ､ 十脚類､ オキア ミ類およびアミ

類の 破片が確認 された ｡

一

方 ､ ア ミ類の 内容物は不定形の物質の みが消化管後部に存在 した｡

これらの 内容物は, 種内で は雌雄に よる摂餌パ タ
ー ン の違い は見られず ､ 海域間 で も有意な違

い はみられなか っ た ｡ 十脚類はお もに肉食性であ っ たが ､
3 種間で 消化管内容物に違いが みら

れ , 特に S e z:g e s t e s s l
'

m l
'

1i s は最 も多様な内容物を含ん で いた o しか しながら ,
こ の違いは摂

飯の 噂好性を反 映するもの で は無く､ そ の摂餌方法の 違い に関連するかもしれな い ｡ すなわち

､ 摂餌時に餌生物が細断される程度は捕食者の種によ っ て 異な り､ そ の結果 , 内容物組成が種

間で異なる こ とが考えられ る ｡ そ の ため ､ より詳細な摂餌パタ ー ン ､ とくに種間や海域間にお

ける違い を明確にする ためには ､ 餌生物の 種レベル での 定量調査が必要で ある と考えられた ｡

4 . 太平洋亜寒帯域の食物網にお ける甲殻類マイ クロ ネク トン の役割
-

これ までの 食物網の研究では ､ 甲殻類マ イクロ ネク トン の特定の種や分類群(オキア ミ類や 5 e

z g e s t e s 属十脚類) の みが注目され て いた o
しか しながら本研究によりアミ類を始め とした他の

甲殻類マイ クロネク トンが高いバイオマス をもつ こ とが示 さ れ 食物網の 理解には これ らの影

響力を再検討する必要性が指摘された ｡ そ こ で ､ 本研究で得られた甲殻類マイク ロネタトンの

水平および鉛直分布と摂餌生態に関する定性調査の結果に､ 捕食圧に関する既往の 知見を加 え

て解析を行い , 食物網にお ける甲殻類マイ クロ ネク トンの重要性を推定した ｡ こ の 結果太平洋

亜寒帯域における甲殻類マイクロネク トンの捕食圧は , ハ ダカイ ワシ類等の 中層性魚類と同程

度である ことが示唆され た｡ これ によ っ て , 甲殻類マ イク ロネク トンはカイ アシ類の 生産に多

大な影響力を もち ､
また捕食者にと っ て重要な食物費源 とな っ て い るもの と考えられた ｡ 漂泳

区全体の食物網にお ける甲殻類 マイ クロネタ トン の重要性に関して も論議したo

以上本研究により太平洋亜寒帯域に 創ナる甲殻類マイ クロ ネ ク トンの群集構造, 鉛直および

水平分布, および優占種の 消化管内容物に関する新知見を得た ｡ また各海域間の生物量や分布

様式の違い を浮遊性十脚類､ オキアミ類およびアミ類で比較 した結果､ 十脚類とア ミ類は従来



過小評価されて い たこ とが明らかにな り, それらの 食物網に 掛ナる重要性が示された o 今後 ､

甲殻類マイク ロ ネクトンの 摂餌生態と栄養構造 へ の寄与をより明確にするた めには ､ 消化管内

容物の 定量的な分析が必要で ある と考える ｡




